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STEP1　イベント参加から利用者登録までの流れ

都（受託業者） 利用者 公社

※あらゆるタイミングから（イベント出席有無を問わずに）
　 登録しうる。

【備考・検討事項】
都が開催するイベントは、事前申し込みがあるかどうか。
事前申し込みがあるイベントの場合、Web to Leadの実施可否（「利用者登録」と「メルマガ会員登録」に分けるか。）
リマインドは、CRMから抽出したメールアドレスCSVを用いて、別に導入済みのメール一括送信ツールを利用して送付する想定。
⇒既存の「起業塾メルマガ登録者」の資産をどのように引き継ぐか（引き継がない、28年度は両建で行く、の選択肢もあり）。
公社のイベントは、参加時に必ず利用者登録する。
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STEP２　創業活性化施策の利用（主に、起業塾（応用編）を想定して作成）

講師 プランコンサルタント 利用者 公社

【備考・検討事項】
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STEP３　プランコンサルティングの利用

プランコンサルタント 利用者 公社

【備考・検討事項】
●プランコンサルタント利用受付の仕組みは、CRMを利用しては直接できないことがわかっている。
代替ソリューションの検討及びCRMと簡易的に連携できる仕組みを模索する必要がある。
⇒例えば、申し込み自体はメールで受け付け、それを特定の形式（データ項目）で整理しておくと簡便にCRMに接触履歴として登録されるような方法を考える。
●予約管理時、できるだけ公社職員が介在しなくとも、プランコンサルタントが予約状況を把握できる仕組みとしたい。
⇒簡便さだけを考えれば、Googleフォームで受付管理表を作成し、全てのプランコンサルタントが全ての予約内容を確認できる仕組みで
　最低限の要件は満たすことができる。
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STEP４　（バックヤード）統計資料作成

都 利用者 公社

【備考・検討事項】
アウトプットとして必要な情報

①KPI、統計情報
■利用者登録数/メール会員数
■ステップ別利用社滞在状況（滞在者数、滞在者比率、滞留時間 etc.）
■創業情報（創業者数、創業年月、創業までにかかった期間（うち、ステーション利用期間）、業種　etc.）

②リスト出力機能
■名寄せ候補（重複リスト）
■関係希薄化利用者（前回利用から一定期間以上、利用がない者のリスト）
■プランコンサルティング誘導リスト（支援施策を利用する度合いが高く、個別支援に積極的に移行させるべき利用者のリスト）
■トレースリスト（上記、関係希薄～、プランコンサル誘導～に挙がった利用者が実際にどうなったかをトレースできるリスト　※独立帳票である必然性はない）

③個別情報
■企業基本情報
■企業別対応・支援履歴
■プランコンサル（支援担当者）別、対応履歴

●その他特記事項
都の委託業者がアクセスできる情報の範囲には制約をかける必要がある。
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